
大斎節第５主日特祷 

 

全能の神よ、み子イエス・キリストは大祭司として来られ、その血をもって至聖所に入

り、ただひとたび永遠の贖いを全うされました。どうかご自身を神にささげられたキリス

トの血によって、わたしたちの良心を死に至る行いから清め、あなたに仕えさせてくださ

い。主イエス・キリストによってお願いいたします。   アーメン 

 

旧約聖書 イザヤ書 43章 16-21節 

 

16主はこう言われる。海の中に道を通し、恐るべき水の中に通路を開かれた方、17戦

車や馬、強大な軍隊を共に引き出し、彼らを倒して再び立つことを許さず、灯心のように

消え去らせた方。18初めからのことを思い出すな。昔のことを思いめぐらすな。19見

よ、新しいことをわたしは行う。今や、それは芽生えている。あなたたちはそれを悟らな

いのか。わたしは荒れ野に道を敷き、砂漠に大河を流れさせる。20野の獣、山犬や駝鳥

もわたしをあがめる。荒れ野に水を、砂漠に大河を流れさせ、わたしの選んだ民に水を飲

ませるからだ。21わたしはこの民をわたしのために造った。彼らはわたしの栄誉を語ら

ねばならない。 
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１ 主が捕らわれ人をシオンに戻されたとき わたしたちは夢を見ている思いがした 

２ わたしたちの口は笑いで、舌は喜びの歌で満たされた∥ 国々の民も叫んで言った､

｢主は彼らに偉大なみ業を行われた」 

３ 主はわたしたちに偉大なみ業を行われ∥ わたしたちは喜びに溢れた 

４ 雨のあとにネゲブの川が流れを取り戻すように∥
 

 主よ、わたしたちに繁栄を回復し

てください 

５ 涙のうちに種まく人は∥ 喜びのうちに刈り取る 

６ 種を手に涙を流して出て行く人は∥ 束を抱え、喜びに溢れて帰って来る 

 

使徒書 フィリピの信徒への手紙 3章 8-14節  

 

8 そればかりか、わたしの主キリスト・イエスを知ることのあまりのすばらしさに、今

では他の一切を損失とみています。キリストのゆえに、わたしはすべてを失いましたが、

それらを塵あくたと見なしています。キリストを得、9 キリストの内にいる者と認められ

るためです。わたしには、律法から生じる自分の義ではなく、キリストへの信仰による義、



信仰に基づいて神から与えられる義があります。10わたしは、キリストとその復活の力と

を知り、その苦しみにあずかって、その死の姿にあやかりながら、11何とかして死者の中

からの復活に達したいのです。 

12わたしは、既にそれを得たというわけではなく、既に完全な者となっているわけでも

ありません。何とかして捕らえようと努めているのです。自分がキリスト・イエスに捕ら

えられているからです。13兄弟たち、わたし自身は既に捕らえたとは思っていません。な

すべきことはただ一つ、後ろのものを忘れ、前のものに全身を向けつつ、14神がキリスト・

イエスによって上へ召して、お与えになる賞を得るために、目標を目指してひたすら走る

ことです。 

 

福音書 ルカによる福音書 20章 9-19節 

 

9イエスは民衆にこのたとえを話し始められた。「ある人がぶどう園を作り、これを農

夫たちに貸して長い旅に出た。 10収穫の時になったので、ぶどう園の収穫を納めさせる

ために、僕を農夫たちのところへ送った。ところが、農夫たちはこの僕を袋だたきにし

て、何も持たせないで追い返した。 11そこでまた、ほかの僕を送ったが、農夫たちはこ

の僕をも袋だたきにし、侮辱して何も持たせないで追い返した。 12更に三人目の僕を送

ったが、これにも傷を負わせてほうり出した。13そこで、ぶどう園の主人は言った。『ど

うしようか。わたしの愛する息子を送ってみよう。この子ならたぶん敬ってくれるだろ

う。』 14農夫たちは息子を見て、互いに論じ合った。『これは跡取りだ。殺してしまお

う。そうすれば、相続財産は我々のものになる。』 15そして、息子をぶどう園の外にほ

うり出して、殺してしまった。さて、ぶどう園の主人は農夫たちをどうするだろうか。 

16戻って来て、この農夫たちを殺し、ぶどう園をほかの人たちに与えるにちがいない。」

彼らはこれを聞いて、「そんなことがあってはなりません」と言った。 17イエスは彼ら

を見つめて言われた。「それでは、こう書いてあるのは、何の意味か。 

『家を建てる者の捨てた石、これが隅の親石となった。』 

18 その石の上に落ちる者はだれでも打ち砕かれ、その石がだれかの上に落ちれば、そ

の人は押しつぶされてしまう。」 19そのとき、律法学者たちや祭司長たちは、イエスが

自分たちに当てつけてこのたとえを話されたと気づいたので、イエスに手を下そうとし

たが、民衆を恐れた。 


